
市町村担当者配置事業からのご報告とお願い

①日本作業療法士協会 2023年度重点活動項目の確認
②年度別目標の確認
③日本作業療法士協会「市町村担当者」について
④配置状況の確認・更新についてお願い

地域社会振興部
地域包括ケア推進班
市町村担当者配置事業リーダー

担当 安井 敦史

資料④



2023年度重点活動項目

Ⅰ．地域共生社会 5 ヵ年戦略関連

上位目的１ それぞれの地域ですべての人の活動・参加を支援する作業療法

1．医療機関から企業や就労支援機関等への情報提供および連携に関する調査と事例集積に着手
（制度対策部）
2．地域で生活する生活行為に支障のある人々の活動と参加を支援するモデルの検討と取り組みの推進
（MTDLP 室）
3．子どもおよび子育て世帯への作業療法士の関与拡大に向けた検討に着手（制度対策部）

4．自治体担当作業療法士の役割を明文化し、配置にかかわる課題を検討（地域社会振興部）

5．「保健事業と介護予防の一体的実施」の実態調査の実施
（地域社会振興部）

上位目的２ 人々の活動・参加を支援できる作業療法士の育成の強化と教育システムの整備

1．新生涯学修制度の構築推進を目的とし、前期研修（e ラン・OJT)・後期研修の運用検討（教育部）
2．多様な地域特性に対応できる作業療法士像の把握と対応可能な教育内容の検討（教育部）



【事業実施の背景と流れ】

「第4次作業療法5ヵ年戦略（2023‐2027）」では、スローガンを「人々の活動・
参加を支援し、地域共生社会の構築に寄与する作業療法」とし、地域共生社会へ向け
た5年と位置づけた上で、基本的な枠組みを策定しています。

その中で介護予防および自立支援を促進する取り組みの一つとして、地域社会振興部
が実行する「市町村担当者配置事業」は、「市町村担当者」を全国各地に配置し増や
していくことを目標としています。「市町村担当者配置事業」は、地域社会振興部が
手掛ける他の様々な事業に先行させ、士会と協会が協働して組織間連携や士会内のマ
ネジメント力を高めるための土台となる組織戦略と考えています。

「全国の地域課題に作業療法で応える」

「市町村担当者配置事業」協会指標 ※全自治体数1724

①2023年度 士会―協会間で検討し「市町村担当者」の役割を明文化（2023年度重点活動項目）

②2024年度 事業を推進させ、配置率を50％を達成する（2024年度重点活動項目）

③2027年度 事業を推進させ、配置率を80％を達成する



➢地域事業支援会議やブロック会議を通して情報共有と情報発信を行う
➢市町村担当者を配置している士会からの情報取集を実施
➢既に担当者を配置している士会から、具体的な配置方法や配置形態を確認
➢士会マネジメント事業と共同で、担当者配置方法や配置の工夫・課題を共有して、
解決策を検討する

1）士会の状況に応じた柔軟な方法により、50％以上の市町村に担当者を配置し、
市町村担当者－都道府県士会－協会間連携の組織化を推進

●地域で起こっていること
◎人口の減少
◎介護人材の減少
◎ケアマネジャーの減少
◎行政の人手不足・ 連携不足

●大きな課題
地域での自助・互助 の機能や介
護予防の推進等、居宅における
自立を育む地域づくりの停滞

●解決のために
このような地域課題に対し、作業療法士 の専門性を活か
すことで、地域に自助・互 助・介護予防の具体的手立て
や仕組みをつ くり、対象者のQOL向上、経済的効果等、
効率的効果的な成果に寄与していきたい

2．地域づくり支援に参画する取り組みのモデル化、自治体に関わる
作業療法士の配置（市町村担当者等）の推進【地域社会振興部】

ブロック機能 よんぱち

だから

全国1724の市町
村の 市町村担当
者（会員）が 行政
担当者と連携し、
地域の課題に対応、
作業療法士の活用
を促進していく

2024 年度

重点活動項目

2024年度事業計画



全国約1700の市町村それぞれにおいて特定の市町村を担当する会員
であり、子供から高齢者まで、障がいのあるなしに関わらず、市町
村のニーズに応えるべく様々な場面に作業療法士が専門職として参
画しやすい環境をつくるために活動する者を指す。

【配置方法・具体的な役割・その他】
・士会の状況を踏まえて独自にマネジメントした結果、士会毎に決
まる。
・「市町村担当者」が日本作業療法士協会市町村担当者配置事業で
使用している名称であることが分かるよう、あるいは誤解がないよ
うな配慮をするために「市町村担当者（日本作業療法士協会市町村
担当者配置事業）」を基本とする。

市町村担当者(日本作業療法士協会市町村担当者配置事業)とは

2023年度重点活動項目 自治体担当作業療法士の役割を明文化



④配置状況の確認・更新についてお願い

引き続き、年2回各都道府県における配置状況の集計を行います
お手数をお掛けしますが、何卒宜しくお願い致します

配置状況の集計について
①年2回 9月・3月に実施致します
＊入力基準は、9月1日、3月1日時点の配置状況とします



市町村配置モニタリング表入力手順

ブロックリーダー

〇県選任者
〇県選任者

〇県選任者 〇県選任者 〇県選任者

ブロックのエクセルファイル送付

入力
入力

入力 入力 入力

ブロックリーダー

配置事業メンバー
ブロックごとにまとめたら、事務局へ送付し、フリークドライブに格納してもらう

→各選任者が自ブロックの状況を確認できる。



配置主体の一覧です



配置率が自動計算されます



2023年12月は既に入力されておりますが、これは令和5年度のＯＴ参画実態調査で
各県の担当者がお答えくださった内容を見ながら、当班で入力しました。
そのため、現状と差が生じていることがあるのでご容赦くださいということです。

→県によって、色々な担当者が回答して頂いたので、若干の差異が生じたと思われます。
引き続き、実態を反映した調査方法の検討と、ご回答頂く選任者や士会担当者の皆
さまのご負担軽減策を検討していきます。
本務でご多用の中、これからもご協力の程、お願い申し上げます。


